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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究は、インド洋西海域沿岸のインド北西部沿岸、南アラビア・東アフリカ沿岸の歴史的

港市を拠点とした18世紀後半から20世紀前半のインド人商人による海上交易ネットワークに
着目し、その居住空間形成の手法を主に臨地調査によって明らかにすることを目的とした。調
査では、海域沿岸の各地に形成されたグジャラート商人の特徴的な居住地を選定し、街区構成
および居住空間構成の空間的特質、それらの移動と定着の実態を明らかにした。 
 

研究成果の概要（英文）： 
This research investigated the spatial formation of Indian merchants’ settlements and 
dwellings within the port cities of the Western IndianOcean coast, like Gujarat, South 
Arabia, and East Africa. The study conducted field survey in Surat, Rander, Cambay, 
Salalah, Muscat and other cities. The research found out that above cities shared same 
dwelling pattern formed under the trade networks by Gujarati merchants during from 
the late 18th to the early 20th century. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 応募者は、インドにおけるグジャラー

ト州カッチ地方の歴史的港市について、
マンドヴィ、バドレシュワル、ムンド
ラを事例に、その都市空間、街区空間、
居住空間の構成を明らかにし、港市の

形成過程と空間構成の特質、街区空間
のパターンとその変容、街区内のカー
スト（宗教、出自、生業などを共にする
氏族集団）の構成、および都市住居の空
間構成とその変容を考察することで、
インドの陸域の都市に対する海域世界
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の都市の空間構成原理を実証的に解明
する調査を継続し、その成果をまとめ
た（2010 年滋賀県立大学学位請求論
文）。 

(2) その後、カッチ地方から、さらにイン
ド洋西海域港市へと現地調査を進める
過程で、多様な文化が重層し、一つの
港市に焦点を合わせるだけでは明らか
にできないネットワーク上の結節点と
しての港市の居住文化や建築文化が存
在し続けていることが次第に明らかに
なってきた。そして、インド洋交易に
おける港市同士の相互扶助によって移
動、定着したものは、交易品や人だけ
ではなく、地域固有の集住形式も存在
していたのではないか、という問題を
明らかにしようと考えた。 

 
従来までのインド洋、南アジアにおける既

往の都市研究は以下のようにまとめられる。 
 

1) インド洋の歴史に関しては、I.ウォーラ
ーステインの世界システム論に代表さ
れるように、西欧諸国の進出により、イ
ンド洋海域の秩序が大きく変化し、歴史
的ネットワーク構造が崩壊したという
見方が先行する。都市計画史の分野では、
アジアにおける西欧諸国による都市建
設とその変容・土着化を明らかにする研
究が展開された。 

2) 西アジア、南アジアにおける内陸部の歴
史都市に関しての研究蓄積は多い。日本
でも「イスラームの都市性」、「イスラー
ム地域研究」などのプロジェクトにおい
て、学際的な議論がなされた。建築・都
市計画学においても、イスラーム世界や
ヒンドゥー世界の都市空間、住居形態に
関する実証的な研究蓄積がある。 

3) アジアの海域諸国に展開した移民によ
る居住地形成については、東南アジアの
諸都市に移住した華僑による建築形式
（ショップハウスなど）とその都市形成
手法に関する研究がある。 

4) 南アジアの住宅研究については、A.D.キ
ングによるバンガロー建築、プラマーに
よるハヴェリ（大規模邸宅）の研究や、
国内でも飯塚キヨによる英領時代の住
居形式に関する論考があり、これまで地
域固有の多様な建築形式に関する研究
が積み重ねられてきた。しかし、そうし
た地域固有の居住文化の形成をインド
洋西海域という歴史的地理的枠組みに
おける、海域を隔てた都市間交流という
観点から検証する研究は数少ない。 
 

上記のような経緯と学術的背景を鑑み、従
来、インド洋海域という広範囲の港市に

関して、西欧諸国の進出と植民地化とい
う視点ではなく、海域内の交易、宗教、
民族等のネットワークを視点として都
市・建築の空間的関連性を明らかにする。
西欧諸国到来以降も持続してきた伝統的な
交易ネットワークに基づく在地の勢力によ
る港市の形成と変容を実証的に明らかにす
ることは、従来までのインド洋の既往研究に
とって重要であるとともに、その深化を図る
上でも重要と考え、本応募研究を申請するに
至った。 

 
２．研究の目的 

本研究は、18 世紀後半～20 世紀初頭を主
な検討対象時期とし、アフリカ東岸、アラビ
ア半島沿岸部の港市に形成された、1.インド
人居住区、2.インド沿岸部の港市における集
住形式、3.建築スタイルとの比較を通じ、街
区空間の構成、居住空間の構成とその類型、
建築技術の導入を視点とし、西欧諸国進出以
降の具体的なインド人商人による都市形成
手法を明らかにすることを目的とする。 
本研究では、これまでの調査成果より、

近代にインド洋西海域内で具体的な居
住地形成を行ったことが判明している
インド・グジャラート地方出身のヴァニア
Vania商人（ヒンドゥー教徒），コジャKhoja
商人，ボーホラーBohra商人（イスラーム教
徒）の交易ネットワークに着目し、その拠点
となった港市を主な研究対象地とする。具体
的には、インド北西沿岸のカッチ地方、
キャンベイ、スーラト、ランデール、オ
マーン沿岸のマスカト、サラーラ、東ア
フリカ沿岸のタンザニアのザンジバル
旧市街、ケニアのラム旧市街とする。 
時代的には 18 世紀後半～現代を中心的な

検討対象時期とする。これは、港市間でグジ
ャラート商人を通じ密接な繋がりがあった
点に加え、各港市には西欧諸国以降、在地の
勢力によって形成された当時の都市構造が
良く保持されている点がその選定理由であ
る。 

 
３．研究の方法 

本研究は、基本的に臨地調査を主体とする。 
臨地において都市地図および文献資料の収
集を行う。18 世紀後半～20 世紀初頭を主な
検討対象時期とし、インド洋西海域の歴史的
港市を拠点としたインド人商人による居住
空間の形成手法を明らかにするために、以下
の 3 つの手順を踏まえ、分析・考察を行う。 
 
1) 各港市におけるインド人商人の移住、定

住の歴史的経緯の解明(一次史料、二次資
料文献等による) 

2) 都市・建築調査（都市施設配置、街区空
間の構成、カースト･職業集団の分布、



建築や住居の空間構成）の実施 
3) 建築・住居形式および建築部材などの諸

要素の移動と定着の実態（建築空間の名
称、空間構成、建築材料、装飾要素） 
 

臨地調査の具体的内容は以下の通りである。 
 

A) 都市施設分布調査および悉皆的コミュ
ニティ調査：旧市街地の住戸区画が描き
込まれている大縮尺の詳細地図を入手、
作成し、公共建築、街路名称、街区名称、
各住戸のサブ・コミュニティを地図上に
プロットすることで都市の空間構造を
把握する。 

B) 集住形態に関する調査：市街地において、
宗教やコミュニティに根差した歴史的
街区を選択し、公共建築を含む住居群の
平面採取を行う。また、街区での聞き取
り調査を行い、街区の歴史的変容をとら
え、宗教、出自、コミュニティによって
異なる街区レベルでの空間構造と住ま
い方を明らかにする。 

C) 各港市で鍵となる重要建造物の建築実
測調査：19 世紀以前の建設と考えられ
るインド的な建築スタイルを持つ建造
物を選定し、立面図、断面図、細部意匠
図の作成等、詳細な建築調査を行う。 

 
以上を通じて、インド人商人の居住地形成

および建築形式、諸要素の移動と定着過程を
解明し、インド洋交易においてインド人商人
がつないだ 18世紀後半から 20世紀初頭の居
住文化の広がりの一端を明らかにする（図
１）。 

 

図１ インド洋西海域の港市におけるインド人商人の

建築スタイルの分布 

 
４． 研究成果 
 本研究を通じて得られた主要な成果は以
下の通りである。 
 
１． 19世紀後半から20世紀前半の居住空間形

成：カッチ地方から多くのヴァニア商人

、コジャー商人、ボーホラ―商人が移住

したザンジバルでは、20世紀前半の都市

詳細調査が記された諸文献・古地図を収

集し、現状の都市施設、バーザールの位

置といった現状の都市構成調査との比較

の視点から分析・考察を行った。20世紀

前半のザンジバル旧市街では、既に宗教

・出自・職能といったジャーティの住み

分けに基づく街区形成が進行していたこ

とが明らかとなった。19世紀初頭に成立

し、スワヒリ沿岸の港市としてイスラー

ムを受容した都市でありながら、その都

市形成にはジャーティという極めてイン

ド固有の社会構造が内在し、現代まで継

続してきたと考えられる。 
 
２． 海域を移動したグジャラート商人の建

築形式の源流：近世から近代にかけてイ
ンド洋西海域へ移住したグジャラート
商人の本拠地であるキャンベイ、スーラ
ト、ランデールを対象に旧市街の施設分
布、建築形式・建築様式に関する調査を
実施した。調査により、インド人商人の
邸宅建築では大きく2系統の住宅形式が
存在することが明らかとなった。一つ目
は大規模中庭型住居（ハヴェリ Haveli）、
二つ目は町屋型住居（ガラ Gala）であ
る。前者はインド本土に根付いた形式で
富裕層の壮麗な屋敷建築であるが、後者
は、19 世紀後半の東アフリカ沿岸におい
てグジャラート商人が建設した事務所
兼邸宅建築と形式的に類似するもので、
海域沿岸を移動した居住様式の祖形と
なった可能性が指摘できる。 
 

３． 町屋型住居の成立と基本的空間構成：ラ

ム、ザンジバルに現存するインド系の住

宅形式の出自を明らかにするために、前

年度のキャンベイでの住宅調査を踏まえ

、インド北西岸各地にあるボーホラー商

人の居住区に着目し、シッダプール、カ

ッパドワンジ、ダホル、スーラト、ラン

デールにて町家型住居の現存状況とその

空間的特質に関するジェネラル・サーヴ

ェイを実施した。比較的多くの町家型住

宅が現存しているランデール、スーラト

 

 
図２ ボーホラー商人の町屋型住宅、ｷｬﾝﾍﾞｲ 



では、市街地全域を網羅する都市詳細測

量地図（縮尺1/400）を入手し、典型例と

考えられる住居数棟について実測調査を

行った。特にランデールに数多く残存す

る町屋型住居に建材として使われるチー

ク材は、20世紀初頭にミャンマーのヤン

ゴンから運搬されたものとされ、スーラ

トやキャンベイでもそれらの部材が使用

されていることが分かった。 

 

４． アラビア南沿岸部およびオマーン沿岸
部の港市への建築部材の移動：オマーン
のマスカットではスルタン・カーブース
大学および文化遺産省において都市・建
築関連の文献収集を行ったほか、オマー
ン南岸のサラーラ、ミルバート、内陸地
方のイブラ、ムダイリブでは建築の形式、
部材、装飾、構造などに関する悉皆的な
調査を行った。調査により、インド的な
建築的要素（扉の様式、室内基壇など）
が 19 世紀のスワヒリ沿岸の港市を介し
て、オマーン沿岸へ移動し、沿岸地域固

 

図５.カッチ地方ムンドラ出身のヴァニア商人（バテ

ィア Bhatia）の事務所建築（ペディ Pedhi）と現代

の住まい方、ザンジバル 

 
図４、ボーホラー商人の町屋型住居、ラム旧市街 

 

図３、ボーホラー商人の町屋型住居、ランデール 



有の住宅形式を構成していることが明
らかとなった。以上の一連の調査成果よ
り、近代のインド洋海域においてグジャ
ラート地方を建築部材の一大加工地と
する建築生産システムに基づいた居住
文化の移動・定着の様相が見えつつある。 
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